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レトルトパウチのシール部強度に関する研究－Ⅰ   

レトルトパウチ食品の強度に関する市販品実態調査について  

／ト杯  

Sttldies on SealTenBile Strength of Retortable Pouch－TT  

On the strength of retortable pouches on the market．  

Hajime Kobayashi   

On the strength ofretortable pouch，alowerlimit、・alue、VaS Sho＼叩byJASin1975・   

The sealtensile strength，COmpreSSion strength and pierclng Strength of retortable   

pouches，WhicllWere marketedinJapan，Were meaSured byJAS testing method．  

Resulfs obtained are as follows：   

1）Allcompression strengthesand piercingstrengthes hold avaue beyond thelower  
limit．  

2）Afew sealtensile strengthesshow thelimitvalue andlargecoefficient ofvaria   
tion．   

Itwas appeared that sealcontamination by productcaused asealdefect・  

レトルトパウチ食品については，農林省告示第1019号（JAS）および厚生省告示第17号が制定さ  

れ．包装容器の強度に閲する基準が示され，その基準値が明らかになっている・   

レトルトパウチ食品の雇類は多く，製造メーカーも多覆多様であるので，製品数もきわめて多  

い．これらの製品のシール都政匠，耐圧重度及びつきさし強度がJAS に規定してある基準に適合  

しているかどうかについて、興味のあるところである．   

そこで，レ】、ルトパウチ食品の主な市販品について，その包主客器の各強度をJAS試験法によ  

り測定し，実態調査を行なったので，結果を報告する．  

測定材料及び方法   

1．測定材料  

レトルトパウチ食品の市販品を第1表のことく購入し，その個装であるプラスチックラミネート  

パウチを強度試験に供した．   

すなわち，同一製造年月日の同一製品を5袋ずつ購入し，その中の1袋を耐圧強度用に，残りの  

4袋をパッカー側シール部強度及びつきさし強度用に使用した・   

2．測定方法  

測定方法は，JAS に記載されている包装容器強度試験法に準じて行ない，測定撮はテンシロン万  

能引張試験段ST入′エーT－50型（粟津ボールドウイン社製）を用いた．  

1）シール部蛙窪は，試料のパーカー側シール部を巾15mm、長さ60mmに切りとった試料片   
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TablelRetortable pouchsamplesonthe market．  
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について，引張り試験を行  

なった．測定値は試料が破  

断するまでの最大荷重を読  

み，JAS表示法によりキロ  

グラム（kg）であらわした．   

尚，引張り速度こま毎分300  

m，ロードセル100kg，フ  

ルスケール10kg、スパン長  

さ50mmの条件で測定した．   

2）耐圧強度は，テンシロ  

ン万能引張試験織付属の托  

績チャックにより、試料（内  

婁物の入ったままの1袋を  

試料とした）の圧帯壷皮が  

50～60kg の範囲になるよ  

う諾魔しながら．1分間経  

通したのち除塵し，破袋に  

よる洩えいの有無を詞べた．   

尚，圧縁遠資ほ毎分5  

mm，ロードセル100kgの  

条件で測定した．   

3）つきさし強度は，レト  

ルトパウチの胴部に当るフ  

イルムを直径80mmに切り  

とったものを，テンシロン  

万能引張試験最付属の専用  

器具に国定して測定した．   

つきさし用針の形状は，  

Dfはe  

manufac【ured  
Manuh⊂turer  Conten亡  

A－1  Curry   78．10．6  

A－2  meat sauce   78．9．1  

lA－3  eurry   78．9．15  

A－4  Cream SteⅥr   78．8．25  

A－5  Chinesemeal＊1   78．9．25  

A－6  Vegetablesoup   78．9．8  

A－7  pOtagesOup   78．9．14  

A－8  eOrn‾Cream SOup   78．9．12   

B   78．9．6  

B－1  Japaneseri亡e      B－2  Curry   78．9．20   

78．6．13  

78．8．9  

78．8．1  

78．7．31  

D  ID－11JユpaneSe rice  78．8．30  

E  IE－1JJapaneserice   78．10．24  

F  】F－11Chinese meal＊2 178．8．9  

vegetable soup  

tOmatO pOtage  

eurry  

78．10．13  

78，8．7  

78．10．17  

78．10．24  

78．11．6  

standing  

pouch  

79．9，19  

79．7．2‘1  

79．9．21  

COrn pOtage SOup  

Curry  

pOtage Creallュ  

卓1，＊2：Mabo Tofu  

直径1．Omm，先端形状0．5  

mmRのものを用い，試料フイルム面に毎分50Inmの速度でつきさし，針が貫通するまでの最大荷  

重を測定し，その倍をJAS表示法によりキログラム（kg）であらわした．   

尚，つきさし重度は毎分50mm、ロードセル5kg，フルスケール2．5lくgの条件で測定した．  

測定結果と考察  

1．シール部引張り強度について   

第2麦に各社別試料の引張り強度の平均値及びその変動係数（標準偏差／平均値）を示した．平  

均値では，3．81～6．80kg／15mm Hjの範囲を示し，変動係数は4．2～23．3％の範囲を示していた  

が，個々の測定値の中でA－8，H－1，H－2の各試料に基準値すれすれの値がみられた．これは，  

シール部に内容液がかみ込まれたためにおこったものと考えられる．また，スタンディングパウチ  

タイプのl試料は他のパウチタイプに比べて変動孫数が大きく，バラツキのあることを示してい  

．   
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Table3 Average piercing strength and  

c（】Cfficient of variation．  

Table2 Average sealtensile strengthand  

coefficient of variation．  

Coefficient ofvariation  
％  

加Iean value  
kg／15mm  Sample  
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D－11  0．88  

5．22  8．0  F－】  0．95  

Ⅰ－1   5．62  

l－2  4．95  

Ⅰ－3 4．40  

Se孔】t輔5；lビSlre叩Ih kg／15mIれ机・id【b5  

Fig．1Distributionchartofsealtensilestrengthofretortablepouchesonthemarket■（n＝736）   
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第1図にシール部強度に周する全測定値の度数分布図を示した．   

2．耐圧強度について   

いずれの試料についても，破袋による洩えいはなかった．   

3．つきさし強度について   

第3表に各社別試料のつきさし強匿の平均値及び変動係数を示した．平均値では0．85～1．52kg  

の範開にあることを示し，変動係数は1．7～8．2％の範軌⊂あることを示している．しかも，個々  

の測定値はすべて基準値以上であった．   

第2図につきさし強度に関する全測定値の度数分布図を示した．平均値および度数分布図より．  

Fig・2 Distribution chartofpiercing stTeTlgthofretortable pouches on themarket．（n＝490）   

全試料に使用されているレトルトパウチの覆類は2種類あるものと思われる．   

尚，スタンディンゲバウチタイブは試料の都合で測定しなかった．  

要  約  

レトルトパウチ食品の包装容器の強度に関して，JAS に基準が決められている．   

市販のレトルトパウチ食品包装容器について，JAS規格の強度基準に比較して実態はどうなの  

かを知るため，シール部強度，耐圧強定及びつささし強度をJAS試験法によって測定した．   

その結果，いずれも基準値以上であったが．シール部強度の測定値の中に，JAS基準値すれすれ  

のものがあった．これは明らかに，内容物充填下でのシール工程で，内容物をシール部にかみ込ん  

だためにおこったものと考えられる．  

終りに臨み、実験の一部を担当した東洋食品工糞短期大学学生姥原一番君に感謝する．   


